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はじめに

　九州本土では初めてとなるムロトムヨウラン
Lecanorchis taiwaniana を鹿児島県いちき串木野市で記
録したので報告する。なお，生育地に関する情報は証
拠標本に記したが，乱獲による影響を考慮し，その情
報は必要最小限にとどめた。証拠標本は鹿児島県立博
物館，大阪市立自然史博物館に保管されている。

1　概要

　ムロトムヨウランは，クロムヨウラン Lecanorchis 

nigricans Honda に似るが 1）花茎が長い，2）花序が
長い，3）萼片および花弁が帯黄白色で幅が狭い，4）
唇弁の主脈が5脈であり，先端部はごくわずかに3裂す
る，5）結実個体が茶褐色である。6）蒴果が斜上に着
く，7）蕊柱の長さの二分の一が唇弁と融合する，8）
蕊柱基部が微軟毛に覆われる，9）葯帽先端部が浅い
M 状に尖っている，等の点で区別が可能である（Ying, 

1987 ;Sawa et al., 2006 ; 福 永 ほ か，2011; Fukunaga et 

al., 2014 ;Suetugu et al., 2016）。
　日本では高知県をタイプ産地として L. amethystea 

Y. Sawa, Fukunaga & S. Sawa として記載された。その後，
沖縄県でも発見され（福永ほか，2011），分類学的再検
討の結果，L. amethystea は台湾に自生する L. taiwaniana

と同一分類群であることが判明し，L. taiwaniana の新参
異名とされた（Suetsugu et al., 2016）。
　本種はこれまで，高知県室戸岬，沖縄県北部，鹿
児島県屋久島および長崎県福江島において，海外で
は台湾で分布が確認されている（Ying, 1987 ; Sawa et 

al., 2006; Hsu and Chung, 2010 ; 福永ほか , 2011 ; Fukun

aga et al., 2014 ; 末次・福永 , 2016 ; 末次・福永 , 2017）。
このように琉球列島に分布し，さらに北上分布する種
は九州西部に分布域を広げる場合が多いことが知られ
ている（中西，1996）。ムロトムヨウランが，他の北
上分布する亜熱帯性植物と同様の分布パターンを示す
と考えると，屋久島などの北琉球以外の鹿児島県や熊
本県にも分布し，これまでクロムヨウランと同定され
ている種の中にムロトムヨウランとすべきものが含
まれている可能性があるとされていた（末次・福永，
2017）。
　そこで著者らは鹿児島県内における，クロムヨウラ
ンの産地について検討を行った。鹿児島県本土ではい
ちき串木野市，南九州市，霧島市，紫尾峠，肝付町か
らクロムヨウランが記録されている（丸野2010；鹿児
島県，2016）。その中でもムロトムヨウランの生育環
境に近いと考えられる鹿児島県いちき串木野市の常緑
広葉樹林床にて現地調査を行い，複数のムヨウラン属
の開花個体を発見した。標本採集を行い上記の形質を
再検討した結果，前述の分類形質に合致しており，ム
ロトムヨウランであると断定した。

2　生育地の環境

　ムロトムヨウランは，標高150 m の南西に面した，
林の傾斜角度15度の緩やかな斜面に生育していた。5 

m ×5 m の範囲に10個体程度が確認された。周辺地域
の植生は，高木層は，スダジイ（優占種），タブノキ
が，亜高木層は，ヒサカキ，ユズリハ，ヤマモモ，タ
ブノキ，アラカシ，ネズミモチ，モチノキが，低木層
は，クロキ（優占種）ネズミモチ，クサギ，ヒサカキ，
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イタビカズラ，メダケ，ミミズバイ，タブノキ，タイ
ミンタチバナ，ヤブニッケイ，イヌビワ，バクチノキ，
ハクサンボクが，草本層は，イズセンリョウ（優占
種），ハナミョウガ，フモトシダ，アマクサシダ，ツ
ワブキ，ナキリスゲ等の生育が見られた。概観として
は，高木層は，平均胸高直径38.7 cm のスダジイが優
占し，タブノキが混成し，亜高木層にはヒサカキが，
低木層にはクロキ，ネズミモチ等が目立ち，草本層は
イズセンリョウやハナミョウガ等が見られた。スダジ
イを中心とする常緑広葉樹林の林床の比較的明るく傾
斜が緩やかな環境は，高知，沖縄，屋久島，福江島の
生育環境（Sawa et al., 2006 ; 福永ほか , 2011 ; 末次・
福永 , 2016 ; 末次・福永 , 2017）と共通している。また，
いちき串木野市はツルラン，ヤッコソウ，キクシノブ
など南方系の種が多く記録されている温暖な気候であ
り（鹿児島県 , 2003 ; 鹿児島県 , 2016），このような環
境がムロトムヨウランの生育を可能にしていると思わ
れる。

図 1．ムロトムヨウラン（2016 年 8 月 2 日）

鹿児島県いちき串木野市薩摩山
Ａ：群生の様子，Ｂ：花と果実，Ｃ：花

3　保護と保全

　この調査地は2015年8月，いちき串木野市に最接近
した台風15号の影響で高木層を占めていたスダジイの
一部が根こそぎ倒れ，林床が乾燥するなど環境が大き
く変化している。今回の調査ではムロトムヨウランの
生育を確認できたが，安定的に個体数を維持していけ
るかは不明であり，今後継続的に観察調査を行う必要
がある。また，ムロトムヨウランは現時点では鹿児島
県のレッドリストには含まれていない。しかし現在確
認されている鹿児島県の生育地は2カ所のみで，屋久
島についても生育地周辺の森林伐採が危惧されている
（末次・福永，2016）。このことから，鹿児島県レッ
ドリストの対象種に含め，生育地を保全していくこと
が望まれる。

Ａ

Ｃ

Ｂ



― 37 ―

証拠標本

　鹿児島県いちき串木野市　薩摩山　標高150 m  2016
年8月2日　久保紘史郎（鹿児島県立博物館：20160240，
20160241；大阪市立自然史博物館）
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